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一

春 情 夙 發 症 の 1 例

春情夙發症 と は

順 天．堂 大 墨 醫學部産婦．人 科 教室 （主 任　水 野 重 光 教授 ）

　　　　　　吉　 元 　　昭　 治

緒 　　言

1） 早期 月經 發來（Menstruatio　Praecox）
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恥毛及び腋 毛 の發生

子 宮及び附鸚器 の 増大

乳房 の膾大 ， 乳景の 色素沈着

臀部 ， ブく腿 ，　上膊等 の脂肪沈着

早期歯牙 形成 ， 早期化骨化，鱧 量増加

精紳欣態 は身體の發育 に一致 しな い ．

等 の 一群 の 症候 に 甥 して 名付 け られ ， 性 早熟症 と

も云 わ れ ， 稀有な疾患 に屬する
．
もの で ある．吾 が

國 に 於け る統計で は ， 笠原（1940）は22例中 ， 女 兒

6例， 男兒 14例，不 明 2 例 と報告 し ， 山本（1953）

は 35例 中， 女兒 10例 ， 男 兒23例 ， 不 明 2 例 と孰 れ

も．女 兒に 少 い ．

　本症 に就 て の 文獻的考察 を 試 み る と，原 因不 明 の も の

を 除 くと，

　先 ず 松 果 腺腫 蕩 に よ る も の は 長 與 （1933）よ p ，皐 見

（1952）まで 9 例 で 男 見 に 多 く，C．E．　Tro ！and （1951）ぱ

12例 の 本 例 を 報告 し，A ．V 。　Neale （1939）の報 告 も あ る

観 丘 下 部 の 病 變 に よ る も の と し て は ，C．W ．　Loyd （1950）
B ．Brown （1951），　H ．　Hellner（1953）等 が ，　E．R ．　Ford

｛1938）は 麻 疹後 腦 炎 ，流行 性 腦 炎 後 に 發 生 し た も の を 報

告 し て い る ．副 腎 腫 瘍 に よ る も の で は ，志 賀 （1928），加

藤 （1938〕，大 森 （1943），土 居 （1943）， L．　Player 〔1933）
．Adler・R6ciz （1936）等 が ，卵 菓 腫瘍 に よ る も の で は 穎 粒

膜 細 胞 腫 に よ る も の が 最 も 多 く，E，　Novak （1933），　 E ．

Mannheimer （1938），　 J．　Parks （1988），　 H．　Mossberg

（1952）等 が あ D，こ の う ち 男 化 胚 細 胞 腫 に よ る も の で は

E ．Novak 〔1933），　 W ．　Flannery （195〔〕）が，絨 毛 上 皮 踵

で は E ．Tscherne 〔1939），肉 踵 で は 0 。　Gragert（1937），
卵 藁嚢腫 に よ る も の と し て は W 。　Mengert （1939） が あ

る ．そ の 他 鵲 質的 な も の と 考 え られ る べ き も の に M ．

Schachter（1941），　 G 　Loyd （1950）の 5 例，　 L ．G ．　 Prny

（1951），P．　Bergman 〔1951），　 W ．　E   strom （1951〕，
H ．Mossberg（1952），山 本 （1953）等 の 報 告 が 見 られ る ．

　最近 吾 々 も滿 5 年 8 ヵ 月 の 女 鬼 に 見 らわ た 本症 を 經 驗

し た の で 報 告 す る 衣第 で あ る ．

　　　　　　　 　　 症　　例

　舟○ 惠○ 子 滿 5年 8 ヵ 月

　 主 訴 ： 1）　 性 器 出血

　　　 2）　 爾 側乳 房 櫓 大 及 び 膨隆

　　　 3）　 全 身發 育 過 多

　家 族歴 ： 父 母 は 昭 和 12年 に 結 婚 し，現 在 健 ．．註病 は 否

定 ．祗 父 母 に 異 常な く特 別 な瀘傳的疾患 を 認 あ な い ．患

者 の 兄 弟は 兄 14歳，姉 12歳で 姉 の 方 が む し ろ 患 者 よ T）少

さ く感 ぜ られ ，兩 人 と も分 娩 の 際 異 常 は な か つ た そ う で

あ る 。患 者 の 娩 出 時 鱧 重 は 3075g，母 親 は 妊娠 ・分 娩 は

疋 常で あ つ た が ，胎盤 用 手 剥 離術 を 施行 し た ．

　瞰 握 ： 薪 生 兒 期 も特 に 異常 は な か つ た が ，滿 1 年 の

こ ろ ，排 尿 時 に 血 液 が 衣 類 に 附 着 し て い る の を認 め た 事

が 1 度 あ つ た ．3 歳 頃 か ら同年 の も の に 較 べ て 大 き い 事

に 氣 付 い た が，昨年 の 初 め 頃 か ら特 に 身 體 の 發 育 速 度 が

ig　v た の で ，異 常zatg．rc初 め て 氣付v・た ．本年 （1953年）

2 月 に 4 日間，3 月 に 4 旦間性i器 出血 が 續 い た の で 附 近

の 子 供 に い た ず ら さ れ た の で は な い か と某 婦 人 科 醫 を 訪

オした 事 が あ っ た ．更 に 5 月 に は 6 日間 の 性 器 出」血 が あ

P ，こ Ptと共 に 乳 房 の 腫 脹 と緊迫痛 を 訴 え，同 月末當 科

外來 を 訪 ＃1．　7c．

　現症： 頻貌 は正 常，身體 の 發育は 異常 に 良 好 で 榮 養 状

態 も よ く全 體 に 均 齊 は と才し て い る．恥 毛 ，腋 毛 等 は な く

歩 往 言 語，昔 聲，動 作等 に 變 つ た 所 な く特別 な 自覺症

状 を 訴 え て い な い ・性格 に 異常 な く，特 に 色 情 が 出瑰 し

て る よ う な 處 もな い ．夜 尿 な く，尿 量 も 多 く な い ．食 慾

排便正 常．體 温 36．5°C．脹 薄 86！分．呼 吸 21！分，血 壓g8
〜68mmHg ．頭部 の 形態 に 特 異 な 黜 な く，叩 お痛 な く，
瞳 孔 等九 圓 形 で 對 叛 應正 常 で 眼 瞼 結 膜 に 貧血 な く，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1162− 132 春情夙發症 の 】．lz・’i、 日 産 婦 言志 6 卷 9 号壷二

眼 球 振．盪 〔
一

｝，項 部 強 颪 は な い ．曳 膚 は 濕 潤 し異 常 な 色

素 沈 着 は な 竪丶 胸 部 の 理 學 的 所 見 に 異 常 な くア腹部 に 抵

抗 あ る 腫 癌，壓 痛 點 な く，知 覺 正 常，各 種 腱 反 射 正 常 で

病 的 反射 は 認 め られ な い ．乎旛，足 趾 等 に ア ク ロ メ ガ リ

ーを ，思 わ す よ う な 戸斤一冕．も な い ．

　 雨 側 乳 房 は 共 に 明 ら か に 隆 起 し ，乳 暈 は 炎 紅 偈 色 の 色

素 沈着 が あ P ，乳 頭 は 突 出 τノ て い る．外 陰 部は 陰 挺 は 肥

大 し ，小 陰 脣 の 發 育 著 明 で ，陰 車 ，大 陰 唇 の 脂肪沈 葺 も

あ IJ，處 女膜 の 發育 は 良．好で あ る ，

　直 腸診 に よ り子 宮 は 前傾 し ，大 き さ は 超雀卵 大 で ，頭

側 附 屬器腫 觴 の 如 き も の は 觸 扎 な い ，腟 内 容 は 白 色粘 液

欲 で あ る ．

　檢 査 成 績 ： 以 下 臨 床 的 檢 査 成 績 蘿 順 1く 遠べ る と、

　　　　　　　 第 工表 　血 液 檢 査 威 纉

第 3 表 　身 體諸 計 測 （其 の 1）

來 院 時

〔5 イ
｛ミ8 ヵ 月）

　　　　1
實 測螺 蘊實 測 値 墾齡 ・年 ・3年

撤 皿 ）−1．1齠些 ユ龕1’21！1’5年 ’°塑 138’9

6 年 3 ヵ 月
．

　 　 　 　
一
晋

甼 均 値

　 1

II血 液 凝 固 時 問　　6〜／2分

　血 液 出 血 時 間 　3 ジ冫

血 瀋　Rest雫N 　　16．21m9 ．
idl

．
血 清 Cl　 429 ．35mgf ’dl

血 ナ寿　Protein　6．959〜dl

血 清 A 】bu皿 in　5，46g／dl

I 血 i宙 Globurin　1．49…ξ1dl

臆
鑞

槻 。。 ，

IG ．P ，　　 　　 Lo2

　ヘマ ト ク リ ツ ト389！dl

　 白 血 球 百 分 率，血 清 諸 有 機

　 　 　 　 　 　 　 　，出 血 頬 r樗

　暫豊重 （kg）　．　28．5 −｝1上旻一L　31閣0　122旦＿−1う．◎＿．＿三｝荳二翌…
ご運画 璽 匸

一
53

，3L亙 一 53・5： 14 墜9・6L ｛璽 一、
胸 園（・m ） 67．。

．
19． 11［tL．．，鬘11352t．9　1　6607”

　 恥 　毛 i 　 （
一

） 　 1 　 （十 ）

　　　　　　第 4 表　身體
．
讃計 測 （其 の 2 ）

　　　　　　　　 白 均く数，

物 定量 ，血 沈 値等 は 第 1 表 の 如 くで 異 常 な く

も な く，血 清梅毒 反應 は 陰
」
陸で あ る。

　　　　　　　 第 2 表　尿檢 査 成績

　白」血球 　　6 ．600

　 力臆工血球 　　38〔）XIG 弖

　血 色 素 （ザ 冖リ 冖）8e％
　臼血 球 百分率

　　　中 性 　46 ％

　 　 　 分 葉 核 　44％

　　　 桿 状 核　 2％

　　　 リ ン パ 球 　46％

　 　 　好 酸 球 　 4 ％

　　　單核球 　 4 ％

血 沈 3　（30分）6 （1 時 「聟」）

　14 （2 時 間）

　1） 血 液 諮 檢 査 ：

　 　 　 　 1

頭 　 長

顛　
．一
幅：

顔 　　幅

最 少 額 幅
．

輩藤 讐i
鼻 　 　 高

，鼻　 　 1幅

内眥間幅．

　蛋 白（ズ ル フ オ サ リチ ル 酸M
　　　　　　　　　　 〔

一
）

糖 （ニ ーラ ン デ ル 氏 法 ）（
『

）
　 　 　 　 　　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 l　 　　 lt
　 ビ 　リ ノレ ビ ン　　　　　　　　　、冖ノ

　　　　　　　　　　 ヂ　　　’
　 ウ ロ ビ リ ン 　 　 　 　 　L

一
ノ

　ウ ロ ビ リ ノ ーゲ じ
ノ
　 （一）

　比 　重 　　　　　　　　10121

　pl｛　　　　　　　　　 7．O

　尿 量 〔1　日 量 ）800隔・90〔辷c

2）

3）

4）

5）

6）
し ，

　7）

尿 沈 渣

　 臼 血 球 　〔＋ 冫

　 赤 血 球 　（
一

）

　 上 　皮 　（＋ ）

　 圓 　桂 　（一：

　細　萬 　（一）

C星
．
量 　　947．49mg ！d 旨

マ イ ＝・一＝＝反 應 （
一）

尿諸檢 査 ： 第 2 表 の 如 く特 別 な 所 見 は な い ・

便 檢査 ： 潜 並仮 應 （・），蟲卵 （
一

）．

　ツ ベ ル ク リ ン 反 應 ： 陰 佐

　ブ 卩 一ム サ ル フ ア レ ン 試驗 ： 30分値 O・

　 ソ ーン テ ス ト ： 1，0QO倍 ア ド レ ナ リ ン
’i　O，3cc使 用

4 時 間後 の 好酸球 滅 少 摩 は 32．2％ で あ る．

　眼 底 所 見 ； 鬱 血 乳 頭 は 見 られ な い が ，輕い 観 祚輝

16．5
〔cm ）
15．813

．010
．59
．611
．55
．8

3．7

外 眥聞幅 1 潔）［・搬 高 盤 ．
　　　　　　　　　　　

1
肩 峰幅

1
．坦・o ．　 　 口 　 　 　 幅 　 　4．2

　　 蚕
一“「　

高111』
一
　胸　幅　20．7

　　 1杢 　頭 　］髯皿19．9　
一
胴 一幅こ

．1q匿
一

　　…匡彗　　　　　i宣1　108響5　　　腰 一些畠　　21．9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 胸　 厚　　 胸 骨 上 緑 1  1．6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13．0

　　嘔一玉二壷．59・。 1 坐 ．．高 翅 ・諺
3・4　　1胸髯：」耋！L」⊇壅琶　　q6二P　　　　　　　　　　−
　　

Il語　1ヒ筆　高 1101 ・5

：炎 の 像 が 見 らオし る ．

　8） 知能 檢 査 ： 1．Q．＝118． 知 能年齢 6 年 8 ヵ 月に 棺

欝 し て い る ．

　9） 身 體諸計 測 ： 患 者 の 發 育 は 異 常 に 良 好 で ，體 重，・

身 長 ，頭 園，胸圍等 は 第 3 表 （其 の 1 ）の 如 く來 院時 と，

7 ヵ 月 の そ れ と比 較 す る と孰 れ も 槽加 し，身 長 は 11歳 よ

り11▼5彦≧FC，　體 耋匡は 11．5歳 よ　り12響5歳 に二
厂　頭躙は 13歳 よ

興 4歳 に ，胸 圍 は 13歳 の も の に そ れ ぞ れ 相當 し て い る．

細 い 身 體 の 諸 計 測 は 第 4 表 （其 の 2 ）の 如 くで あ る ．初診

時 に は 恥 毛 の 發 生 は な か つ た が 最 近 極 く輕 い 恥 毛 愈 見 k．

よ う に な つ た 。

　乳 房 は 寫眞 1 に 見 る よ う に
一・見 思 春 期 の よ うで 乳暈 の

淡 紅 褐 色 の 色 素沈 着 が あ TJ，乳 頭 は 突 出 し て い る ．乳 房

は 右 10．5× 9．3（：m ，　左 1〔〕．3x8 ．Scm，　孚L耀：は 右 2．4× 2．3’

cm ，左 2．2× 2．Ocm ，乳頭 は 右 0．7 × 0．6cm ，左 0．7× O．5

cm で あ る ．

　外陰 部 は 寫眞 2 の 如 く よ く發 達 し，思 春 期 の そ れ を 思

わ せ ，　外 陰 部 は 8．〔｝x6 ．4crn，　大 陰 脣 6．5x2 ．Oc皿 ，　f∫丶陰

脣 2．5x1 ．2cm の 大 き さ を 示 し，腟 腔 の 長 きは 4．6cm で 。

處 女 膜 の 發育 は 良 好 で あ る ．

10）　 レ ン ト グ ン 檢 査 ；

　 頭 部： 1ワ レ コ 鞍 は 圓形 で 異 淞 は な い が ，大 き さ は 思 春

期 の よ うで ，松果腺 の 部位 に 特 別 な陰 影 は な い 。頭 蓋 縫

合 は 第 II度 或 は 第 III度 の 状 態 で あ る が，唯一つ 特 異 な 點

は 齒 牙 は 切 齒 牙 の み 永 久 齒 で ，こ れ だ け が ほ y“8 歳 に 根・

鴬 し て い る ．
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寫 　眞　 1

寫 　 眞 　 2

寫　眞 　 3

第 1 鬪　 基 礎體涯表

一
紳 −

−

オ
1911「

自3r11，　
ア
ずロ

［
累

3「垣［攣江
脯［迦

　

『

「

−藍防
乃
ワ〕

　 脊椎： 腰 椎 々 體 は 成 人 型 で 椎體 骨 端核 の 存 在 が な い の

で 既 に 融 合 し た も の と思 わ れ ほ ゴ 19歳 に 相 當 し て い る ．

脊 椎 の 椎 弓 と椎體 と の 融合は 既に 完威 し て い る （正 常 は

8 歳以 後）．

　 肩 胛 部 ： 上 腕 骨近 位 は 3 骨核 が 合 し て 結 節 骨端 線 を形

成 し，ほ サ 16歳 に 栢 當 し て い る ．

　肘 部 ： 上 腕 骨で は 小 頭，滑 車，外 上 顆 は 齪 に 骨幹 と融

合 し （正 常 は 15 〜 17歳 ），肘 頭骨核 は18〜19歳 の 懸態 で あ

る ．

　手 掌 ： 中手骨及 び 指骨並 び に 前 腕 骨遠位 の 骨端 核 は 全

部 發 現 し ，10歳 で 發 現 す る 豆 朕骨 は 完成型 塗 示 し て い る．

　骨 盤 ： 16歳で 融 合 す る 寛骨 弓底 は完全 に 融 合 し ， 恥骨

弓 は 大 き く成 熟女 性 の 骨 盤 像 を 示 し て い る ．

　足 蹠 ： 略 k 手 掌 の 發 育 朕態 と 同 様 で
ア 踵 骨結 膜 副 核 は

既 に 發現 し て い る （正 常 9 歳）・

　膝部： 脛骨結節 が 既 に 嘴 趺 突 担 （13胴15歳）と な つ て い

る ．膝 饕 骨 は 形 は 小 さ い が 完成 し て Vh る ．

　 以 上 の レ ン ト ゲ ン 像所 見 か らは年 均 し て 工6歳 附近 に 相

當 す る 骨 骼 を示 し て い る 。

11） ホ ル モ ン 定 量 ： マ イ ；・・；＝反應 は 陰 性 ，＝．ス ト ・ ゲ

ン 量 は
i
！eo 腟 單位 で 成 人 の 最 低位 の r」 K’牛 量 に 當 つ て い

る．プ レ グ ナ ン ジ オ 戸ル は 卵 胞 期 に 檢 定 し 潅 た 診 か 0．22

  ！1 目 量 で ひ つ か か らな か つ た ほ 7一ケ ト ス テ 財 ド，
チ モ コ ル チ コ イ ド は 前 者 は 1．42mg11 目量，後者 は 2．24

mgf 　1 目量 で 壇量 し て い な か つ た ．

1勾　腟内容 檢 査 ： 内膜 掻爬 は 行 わ な か つ た ，腟 内容 の

ヘマ トキ シ リ ン エ オ ジ ン 染色 は 寫眞 3 の 如 くで あ つ て ，
多 角 形 細 胞 で 占め られ ，圓 形 細 胞 は 見 ら れ な く成熟嬬 人

の 正 常性機能 を有 す る も の に 類似 し て い る．グ ラ ム 染 色

標本 で は 上 皮，デ ーデ ル ラ イ ン 腟 桿 菌 が 多 く，そ の 他 白

血 球，粘 液 等 か らな ）1 ，pH は 東 洋 濾紙 の 試驗紙 で 4．髄
示 し，清 淨 度 は 第 II度 と判 定 し得 た ，

13） 基礎體 温體 ・ 第 1圜 の 如 く低 温相 と 高 温相 と か ら

な る 二 相 悔 曲線 と周 期 的 性…器 出 」血 と が 見 ら れ た ．こ の 事

は す で に 排 卵 作 用 が 邑 つ て い る と 推 定 羽 L 全 く成 熟 婦人

と 同樣 な機轉 に 立 つ た 性機能 が 發現 し
， 妊 娠 の 可 能 性 さ

　 り

え 生 じ て い る の で あ る ．

孟 」　 5　7　s　 lf　β　15　1ア　Is　21 沼　25　2ア　匚9 掌1 域　3　5

ワ冖　厂　＿−
　 1

・・，・L−
　 ．一一π ・沍 瓰 1里一＿一

）
　 　 　 　 　 　

一’
＞ w

　　　　　　　　　　治 　 　療

　決定的 な治 療法 は腫瘍等に よ る もの は ＄ 術 的 に

可 能なわ け で あ る が ， そ うで な い もの は は つ き り

した もの は な い ．

　本例 で は 17AX よ り3！XIIまで 1週 1囘聞腦照射
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．1青夙 發症 の 1 例 日産婦 誌 6 譽 9，號

を左右交互 に距離 30cm
， 濾過 Cu 　O．3mm ，

　A1　1．O

mm
， 二 次電壓 140Kv ， 3mA ， 時間 3分 ， 放射量

50r で 行 っ た が その 後 も性器出．血等の 症朕 が依然

と して あ る の で 25！1よ り， 距離 30cm，濾遍 Cu 　O．3

mm ，二 次電壓170K▽
，

3mA ，時 間10分 ， 放射量

200r と毎 日左 右交互 8 囘行 つ た． その 後脆毛，頭

痛等 を訴 えた が 強 度で な く ， 以 後看硯を續 け經 過

を 見 つ s あ る．

　　　　　　　　　豫 　　後

　種瘍 に よ る もの は ， そ の 良性 ， 惡性 度 に 關す る

事 は勿論で あ る．本例 に あ つ て は生 命 に 封 す る 豫

後は 問題 はな い が ，
レ ン トゲ ン 艨で 骨端線の 融合

した處が諸所 に見 られ る の で ，　將來 そ の 發育が停

止 して しまう懸念 がある． 叉 二 次性徴 が完成 して

tl　i 現 在未だ異性 に對す る關心 と か性 に饗す る謳

識 とい うもの は ない ． 然 し妊娠 の 可能性 が存在 す

る事 は注 意
．
す べ き點で あ る と思 う．

　　　　　　　　　考 　　按

　以 上 の 所見を綜合す る と ， 身體諸計測 の 結果か

らい つ て 相當年齡 よ り發育は可 成 b．早く， 初診時

と 7 カ 月後 の それ と比 較す る と著 し く燮化 し， 最

近 は 恥 毛 の 發生 を見 る に 至 つ た．外 陰部は 大陰唇，

陰 阜等に すで に 皮下脂肪の沈着 が見 られ ， 乳房 も

それ に一致 して 増大 し，色素沈着がある ．こ れ等

の 點 は 二 次性徴の 完成 を思 わ せ る． 直腸診で は 子

宮 は超 雀卵大 で あ る が， 雨側附翳器腫瘍 の 如 き も

の を觸 れな い の で 卵災腫瘍は 除外 さ れ得る ．W ．G ．

Wylie （1951）は 3 例 の 女 兒春 惰夙發症 に つ い て 開

腹術 を行 い
， 孰 れ も子 宮 は増大 し， 1例 に 卵棄腫

瘍 を ，　 1例 に 副腎腫瘍 を證明 した．

　 精神發育歌態は 身體の 發育 に は 及ばない が，約

1年は先進 して い る．精 神状態 が身體 の發育歌態

と
一

致 し な い 事 が本症 の 特徴 で あ る が ， 腦疾 患 に

よ る もの は實際年齢 よ り劣 る．

　 レ ン ト ゲ ン 像 で は ト ル コ 鞍 の 變 形，萎縮，破壊

石友化等な く， 松果腺附近 に特別 な陰影 の 認 め ら

れな い こ と ， 副鼻腔 の 形態は 成人 の それ に 近 く大

き くな つ て い る が變 形は 見 られ な い こ と，鬱血乳

頭 は存在 しな い こ と な どか ら頭 蓋内腫瘍 に よる も

の とは考 え られない ． 又手 根骨の 化骨打1こ態は垂 く

完威 し， 身體各部 の レ ン トゲ ン 線像 よ り綜台 鈍斷

す る と 16歳位 の もの に
一

致 す る事 が分 つ た ．

　血 液像 ， 尿所 見等に は異常な く， 梅毒血清反應

及び ツ ベ ル ク ）J ン 反 應は共 に陰性 で あ つ た・大森

（1943）は腦腫瘍の 恐 らく結核性 と思 わ れ る 1 例 を

報告 して い る．

　 ソ ーン テ ス トで は 好酸球 の 減 少…零は 32％ で あ っ

たが ，
17一ケ トス テ ロ イ ドの 量 は正 常な の で 副腎皮

質機能は正 常 と考 え られ る ．17・ケ トス テ 卩 イ ドに

關 して は， 山懸（1954）の 小 兒各年齢 の尿中ω そ れ

の 詳細な報告を參考 に す る と本例 は 大體不 均 値に

一致 して い る t

　膣内容檢査 で は上 皮細胞が 多 く， 角化細胞で 占

め られ， デ ーデ ル ラ イ ン 腟桿菌が 多 く， 清淨度共

に良静で あ る．

　基 礎體 温表上 に 示 された 竺 相性 の 曲線 と周期 性

出血 を有す る こ と か ら， す で に 下垂 體前葉 よ り性

腺刺戦 ホ ル モ ン が 卵集、に 働 き卵耳包ホ ル モ ン 及 び 黄

體 ホ ル モ ン が分泌 さ れ ，排 卵作用 も行わ れ て い る

と想像 され る ．　そ し て 子
・
宮 内膜増 殖は全 く同樣 な

機轉に 基 い て 起 「
）， 周期 的性器出拍上を來 し て い る

の で あ る．

　 こ れ等 ホ ル モ ン の 關係に關 し て は ，
レ ン ト ゲ ン

線上 16歳 と判定 さ れ る 骨骼 は 成長 ホ ル モ ン の 増量

に よ 1）， 乳房 の發育は エ ス ト ロ ゲ ン と向乳腺 ホ ル

モ ン
， 向甲歌 腺ホ ル モ ン

， 成長 ホ ル モ ン 等 の 多腺

性 協同作用 に よ b， 外陰部 の 發育は成長 ホ ル モ ン

卵胞刺戟 ホ ル モ ン
，

ニ ス ト ・ ゲ ン 等 に よ る ．な 站

腕内容の所見 ぱ卵胞刺戦 ホ ル モ ン が 分泌 さ れ その

結果， エ ス ト ロ ゲ ン が作用 して い る事 を示 し て い

る．Per　Bergrnan （1951）は 5 年 6 ヵ 月 の女 兒 に

起 つ た 木症 に つ き測定 した結果 ， 性 腺刺 戟 ホ ル モ

ン は計量出來 な く，17一ケ トス テ ロ イ ドは平均 よ 1〕

や 丶 増量 して い る が， 副 腎腫瘍 ほ ど の 壌量 は な く

エ 入 ト ロ ゲ ン 量 は正常周期性變化 を示 し， ま た そ

の 基礎體褞表 1ま：湘 性 を示 した と述 べ て い る ．L．

Pray （1951） もホ ル モ ン を定量 した例 を報告 して

い る 、

　本症 と鑑別 を要す る もの と して は ，
H ．　 Seckel

（1952）｝ま
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　1＞　早期正常性 成熟

　2）　思春期前の 乳房發育と 恥 毛發生

　3） 新生 兒期，

る性 器出血

　4） 稀有な もの で あ る が，

外傷 異物，出血 匪素因等 に よ

吉　 元

　　　　　　　　　　　　　 1 側性 の 驅幹の 先天

窪 血 管過剩 に よる 胸部組織の 發育及 び恥 毛 の 發生

黎 を擧げて い る が本例 は
， 以 上 の 所 の な に もの で

亀な い 事は明 らか で あ る．

　E ．Sobe1（1952）は 男兒の 本症 の 鑑別診斷 に ，

testicular　biopsisを推奨 して い る ．

　春 情夙發症 の 原 因 と して は大別す る と ，

　1）　機官旨白勺又 は 體質白勺（一一次白勺）春情夙發症．

　2） 器 質的 （二 次的 ）春 晴夙發症 と に な る．

　器質的 原 因 と して は
，

　 1） 頭蓋内原因

　　 i） 腦腫瘍一掻果 腺腫瘍

　　 ii〕 第 3 腦室底 の異常（慢性腦水腫，梅毒 ， 結

核，流行性 腦炎及 び麿疹後の腦炎等の 腦の 炎症）

　ID　副 腎腫瘍； 肉腫 ， 癌 ， 奇形腫等

　皿 ） 卵災腫瘍 ： 顆粒膜細胞腫 が最 も多 く，その

他男化胚細胞腫 ， 絨毛上 皮腫 ， 癌 ， 肉腫 ， 奇形腫

等

　 IV ） Albright病 ： 多骨性纖宗隹性骨異形成症 Po−

lyostotic　fibrosa　dysp工asia 　（Lichtenstein病）1こ

皮膚色素沈着異常（caf6 −au −lait　spots ＞と ， 性早熟

と が合 併 した もの で ， 本邦に は その 發表 を見な い

が歐米 に は多 い もの らしい ．L．G ．　 Pray （1951），

McDonald （1953）等の 報告があ る．骨變 化 は鱧 の

扁側性 に來る事 が多 く原 因 は分 らぬ が ，　ホ ル モ ン

の分泌異常 と 云 わ れ て い る．又 L ．Barta （1951）

は男 兒の Recklinghausen 病 （汎發性纖維性 骨萎

縮症 Osteodystrophia　 fibrosa　generalisata） に

合併 した例 を報告 して い る ．

　以 上擧げた 器質的原 因は 皆除外出來得る の で ，

結局本例 は一次的下乖體機能亢進に よる 體質的 な

春情夙發症 と 云 う事 が出來 て ，　山本 （1953）の い う

上位的春 階夙發症と
一一ikす る もの で あ ろ う．

　清療 は器 質的 な もの に 對 して は その原因 に 封 し

て 治 療 を行 うが
， 機能的 な もの は問腦照射或 い ｝ま

男性ホ ル モ ン 等の 注射 1こ よる が， 決定的た もの は

1165− 135

ない ． 本例 に於て は諸檢査 に よ 1）全 く成熟婦人 と

同檬 な性機能 を營 んで い る こ と を知つ た の で ，以

後 は何等操 作を加 えな い で 經過 を見て ゆ く方 針で

あ る ．H ．　Mossberg （1952）は本患者に對 し て 肚

會的 及び精神的 に 問題 がある と述 べ て い る．

　　　　　　　　　結 　　論

　本例は 比較的稀で あ る 春 晴夙發症 の 1 例 で あ る

が，ホ ル モ ン 定量 ， 膣内容檢査 ， 基礎體温線等 か

ら下垂體前 葉の 機能亢進 が
一次的に起 り， 性 腺刺

戟 ホ ル モ ン が卵欒に働 い て エ ス ト ロ ゲ ン ， プ ロ ゲ

X テ ロ ン が分泌 さ れ ， 子 宮内膜増殖 ， 周期的月經

を來 し，
多腺性 ホ ル モ ン の 協同作用 が全 身の發育

を外觀上 か らは 11〜13歳 に ，
レ ン 1・　ti・Y 腺か らは

16歳 に 相 當する 骨骼 を形成 し，

一方乳房及 び外 陰

部 の 發育 を促 し，叉 腟内容を成熟婦人 の それ に 近

づ けた の で あ る ．

　要 す る に本例 は
一次的 に 下垂鱧前葉の 機能亢進

したた め に起 つ た 多腺性 ， 又 は體質的 な春情夙發

症 と言 うべ きもの で あ ろ う．

　稿 を 終 る に 當 P 絡始 御 指 導，御淡閲 を 賜 つ た 恩 師 水 野

教 授 1・c ）享 く謝 意 を：表 し  　Tit ／L
！
モ ン 定 量 で は ，　17

一ケ ト ス

テ ロ イ ド に 關 し て は 東 邦 大 學 小 西 先 生 ，プ レ グ ナ ン ジ オ

尸ル に 闘 し て は 東 京 醫科 齒科 大學八 尾 先 生，エス トロゲ

ソ に 關 し て は 東 京 大 學 津 野 先生 に 夫 々 感 謝 す る と共 に ，

レ ン トゲ ン 診斷 に 當 つ て 御助 言 下 さつ た 本 學放 射 線科 横

倉教 授，外科 小 野 先 生 に 深 く 御禮 申 し 上 げ る 衣第 で あ

る．

　（本論丈 の 要 旨 は，第 36囘 H本蔑科婦 人 科學會東京 地 ガ

部會 に 於 て 發 表 し た．）
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